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４ 国際貢献

日本国内における様々な経済活動は、エネルギー使用による二酸化炭素の排出等、様々な面で地球規模の環境問題

と密接な関係をもち、地球環境に各種の負荷をかけている。また、諸外国の経済活動もいろいろな面から埼玉県の環境に

影響を与えている。このように、環境問題の解決には、地域の取組と併せて地球規模の観点から、広く世界の国々との相

互協力が必要である。特に工業化の進んだ諸国は日本を含めて、地球環境問題に真剣に取り組んでいく必要がある。

特に、環境保全の第一線で活躍してきた、日本の地方公共団体の蓄積した知識、経験、技術はきわめて貴重である。

この貴重な体験から得た技術等を環境汚染で苦しんでいる国々に対して提供し、それらの国での環境問題の解決を促進

することは、多くの国から求められている。

このため、当センターでは、諸外国からの研修員の受け入れやセンター研究員の海外への派遣を通して、人材育成や

技術移転を行うとともに、海外研究機関との共同研究などの研究交流活動を積極的に実施し、国際協力の推進を図って

いる。

４．１ 海外への研究員の派遣

センターの研究員を海外に派遣し、諸外国における環

境保全活動への支援や国際シンポジウム等における研

究発表を通じて、埼玉県の試験研究機関として培った専

門技術の移転や共同研究に係る交流を行った。

（１）環境国際貢献プロジェクト調査事業

環境科学国際センターがこれまで蓄積してきた知見と

技術を活用し、環境分野での一層の国際貢献を進める

目的で、実施しようと考えている事業の調査のために、

１、２次派遣を実施した。

①１次派遣調査

中国江蘇省太湖の汚染底泥の無害化・資源化支援

事業の調査のために、事業実施予定地の無錫市の太

湖及び上海交通大学に須藤総長他計４名の職員を８

月に派遣し、太湖の現状調査及び事業について上海

交通大学と打合せを行った。

②２次派遣調査

中国江蘇省太湖の汚染底泥の無害化・資源化支援

事業に関して、１次派遣の結果やそれ以後の打合せ

の内容を踏まえて、上海交通大学や無錫市太湖等に

須藤総長他計４名の職員を12月に派遣し、現地調査

や上海交通大学と具体的な実施に向けた、調査打合

せを実施した。

続けて、中国山西省汚染土壌修復支援事業に関し

て、山西農業大学において、修復事業の現場調査や

事業実施に関する打合せを行った。

（２）ＪＩＣＡ草の根協力事業実施

国際協力機構（JICA）の制度を活用して、タイ国・環境

研究研修センター（ERTC）との共同研究の実施、研究・

技術情報の交換などに積極的に取り組んでいる。

平成20年度は、JICA草の根協力事業（地域提案型）

「地域土壌を利用した環境保全技術の構築」を実施するため、小野副室長他計３名の職員を１月にタイ国に派遣し、廃棄

物処分場の浸出水浄化のために設置した浸透性反応壁（ＰＲＢ）の評価を行うと共に、ＰＲＢシステム普及のためのセミナ

ーを実施した。

太湖流入河川でのアオコの発生

ＪＩＣＡ草の根協力事業

セミナー後のＰＲＢ施設見学会
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（３）中国における研修会の実施

（財）国際科学振興財団、茨城県及び埼玉県環境科学国際センター共催で、当センターの須藤総長、王専門研究員、

木持専門研究員他を講師として、アオコの発生で大きな問題になっている中国江蘇省の太湖沿岸の無錫市において12

月に研修会を開催した。

研修会のテーマは、「工場・事業場排水対策及び湖沼・河川環境保全技術」で、無錫市周辺の自治体及び事業場等の

水環境関係責任者・担当者等を対象に行った。

（４）韓国済州大学他での共同研究・研究協力等の実施

研究交流協定を締結している韓国済州大学海洋環境

研究所（平成15年度）、済州地域環境技術開発センター

（平成19年度）等に須藤総長、田中専門研究員を４月に

派遣した。また、９月には田中専門研究員を派遣し、共

同研究に関する交流、情報交換及びセミナーでの講演

等を行った。

（５）バングラデシュでの地下水ヒ素汚染対策支援

ヒ素による地下水汚染が発生しているバングラデシュ

に見島主任を派遣した。立命館大学と協力して、クルナ

市近郊の農家に除去フィルターを設置して調査等を行

い、汚染対策を実施した。

（６）中国上海大学での共同研究協議等の実施

研究交流協定を締結し、現在、大気汚染物質等の共同研究を実施している、上海大学環境与化学工程学院からの招

へいで、米持専門研究員及び王専門研究員を２月に派遣した。これまでの共同研究を踏まえて研究交流を行うと共にセミ

ナーでの講演を行った。

（７）海外の学会やセミナー等で発表

王専門研究員（５月、12月：中国）、亀田主任（５月：ポーランド）、白石担当部長（12月：アメリカ）、堀井主任（12月：中

国）を海外の学会やセミナー等に派遣して、発表や講演を行った。

海外への研究員の派遣（平成20年度）

目 的 内 容 期 間 場 所 派 遣 者

共同研究及び講演 研究交流・シンポジウムでの 2008. 4.28～ 5. 2 韓国・済州道 須藤総長

講演 済州大学校 田中専門研究員

大韓環境工学会基調講演 済州地域環境技術

開発センター他

フォーラムでの講演、 中国科学技術協会主催「農 2008. 5.20～ 5.27 中国・北京市 王専門研究員

視察及び研究交流 業発展及び環境保護国際フ 中国・銀川市

ォーラム」で 講演及び調査研 中国・武威市

究交流

環境科学毒性学会 「香料及び紫外線吸収剤の環 2008. 5.24～ 5.30 ポーランド・ワルシャ 亀田主任

ヨーロッパ年会参加 境汚染に関する研究」につい ワ

て発表及び勉強会参加

環境国際貢献プロジェ 太湖底泥無害・資源化事業の 2008. 8. 3～ 8. 8 中国・上海市 須藤総長

クト事業第１次調査 現地調査及び事業情報収集 上海交通大学 山口担当部長

中国・無錫市 担当部長細野

太湖 王専門研究員

地下水ヒ素汚染対策 バングラデシュの地下水汚染 2008. 8.17～ 8.25 バングラデシュ・クル 見島主任

に関する調査研究 地域における汚染対策事業 ナ市

を立命館大学と協力して実施

バングラデシュでの地下水ヒ素汚染対策
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田中専門研究員共同研究協議及び講 韓国済州大学、済州地域環 2008. 9.15～ 9.17 韓国・済州道

演 境技術開発センター、済州生 済州大学

物多様性研究センターと共同 済州生物多様性研

研究打合せ及び特別講義 究センター他

環境国際貢献プロジェ 太湖底泥無害・資源化事業 2008.12. 2～12.10 中国・上海市 須藤総長

クト事業第２次調査 及び山西省土壌修復事業の 上海交通大学 細野担当部長

現地調査及び事業情報収集 中国・山西省 王専門研究員

山西農業大学 石山主任

中国における水質保 無錫市において「工場・事業 2008.12.10～12.16 中国・無錫市 須藤総長

全技術研修 所排水対策及び湖沼・河川 王専門研究員

環境保全に関する中国技術 木持専門研究員

研修」に講師として参加

汚染土壌に関する検 浙江大学主催「重金属汚染 2008.12.16～12.19 中国・浙江省 王専門研究員

討会において講演 土壌の植物修復と再利用検 浙江大学他

討会」等での講演

白石担当部長アメリカ地球物理学連 地震動特性に関する研究発 2008.12.14～12.20 アメリカ合衆国・サン

合秋季大会で発表 表 フランシスコ市

シンポジウム参加及び 中国蘇州市ＡＬＥＲＴ研究シン 2008.12.28～12.31 中国・蘇州市 堀井主任

発表 ポジウムにおいてダイオキシ ＡＬＥＲＴ研究所

ン類等に関する研究成果を発

表

タイ国における環境改 JICA草の根協力事業「地域土 2009. 1.12～ 1.21 タイ国・サラブリ県、 小野副室長兼担

善支援事業 壌を利用した環境保全技術の パトムタニ県 当部長

構築」で技術支援・セミナー開 タイ環境研究研修 川嵜主任

催 センター 磯部主任

中国上海大学環境与 中国上海大学環境与化学工 2009. 2.16～ 2.20 中国・上海市 米持専門研究員

化学工程学院と共同 程学院と共同研究打合せ及 海大学環境与化 王専門研究員上

研究協議・講演 び講義 学工程学院

４．２ 海外研修員・研究員の受入れ

人材育成による技術移転などを通じ、環境保全に寄与す

るため、海外から研修員・研究員を受け入れている。

（１）中国上海大学研究員等との共同研究

中国上海大学環境与化学工程学院との研究交流協定に

基づき、大気汚染物質である浮遊粒子状物質や汚染土壌

の修復等に関する共同研究のために研究員の受け入れを

次のとおり行った。

５月に ３月准教授１名、８月に教授１名と大学院生３名、

教授１名と大学院生２名及び上海大学との共同研究員でに

ある中国農業大学資源与環境学院教授１名を受け入れた。

中国の環境の講演会を３月19日に開催し、中国農業大学

資源与環境学院の劉黎明教授及び上海大学環境与化学

工程学院の胡雪峰教授が講演をした。

（２）日本学術振興会外国人特別研究員の受け入れ

独立行政法人日本学術振興会の外国人特別研究員（12か月以上24か月以内）の制度で中国浙江大学環境資源学院

准教授１名を11月から受入れ、 「バイオ燃料用資源植物を活用した汚染土壌の有効利用と修復システムの構築」という研

上海大学研究員との共同研究
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究テーマで、植物を利用した汚染土壌の浄化とその植

物の資源としての利用について、当センター研究員と共

同研究を行っている。

この研究は食料用農産物生産に適さない汚染地の活

用と汚染浄化を目的にしており、将来性が期待される研

究である。

（３）中国山西省（友好省）環境保全技術研修

埼玉県と友好省である、山西省の環境問題の解決に

資するため、平成2１年１月から２か月間、山西省環境保

護局職員１名を受け入れた。大気環境、水環境、廃棄物

管理、化学物質、地質地盤・騒音及び自然環境等に関

する研修を行うとともに、県環境部関係課や環境管理事

務所の協力を得て、環境行政に関する現場研修を行っ

た。

（４）中国上海交通大学教授招へい

平成15年度に交わした研究交流協定に基づき、上海

交通大学環境科学与工程学院の孔海南教授を招へいし

た。そして、平成21年１月28日に埼玉会館で開催した、

環境科学国際センター講演会において、「中国における

水環境対策－太湖の状況を中心に－」をテーマに講演

をした。また、環境国際貢献プロジェクト事業の打合せや

研究交流も行った。

（５）韓国慶北地域環境技術開発センター所長招へい

平成14年度に交わした研究交流覚書に基づき、慶北

地域環境技術開発センターの李淳和所長を招へいし

た。そして、６月20日開催の日韓環境技術シンポジウム

において「韓国慶北地域環境技術開発センターにおける

開発技術について」という演題で講演を行った。

（６）中国遼寧大学との研究交流

中国遼寧大学環境学院教授・准教授５名が11月に来所し、環境保全技術に関する研究交流及びセンターにおける研

究についての視察を行った。また、研究交流合意書も取り交わした。

（７）国内大学外国人研究員との共同研究等

東京農工大学農学部の中国人研究員を延べ２名（６月及び11月）、早稲田大学理工学術院の中国人研究員を１名（９

月）受け入れて、環境保全の研修や共同研究を行った。

海外研修員（長期）・研究員交流受入実績一覧（平成20年度）

目 的 内 容 期 間 研修員等名（所属）

大気汚染物質（浮遊粒子状物 浮遊粒子状物質中の成分（金 2008. 5. 7～ 6. 7 中国・上海大学環境与化

質）に関する共同研究 属類）に関する共同研究 学工程学院

准教授 １名

環境技術研修 廃棄物管理、汚染土壌処理及 2008. 6. 6～ 8.13 東京農工大農学部

び水処理研修 中国からの留学研究員

１名

日韓環境技術シンポジウムにお 「韓国慶北地域環境技術開発 2008. 6.20 韓国・慶北地域環境技術

ける講演 センターにおける開発技術に 開発センター所長 １名

ついて」の講演

日本学術振興会外国人特別研究員

山西省環境保全技術研修報告会
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大気汚染物質（浮遊粒子状物 浮遊粒子状物質が地表面に与 2008. 8.27～ 9.15 中国・上海大学環境与化

質）に関する共同研究 える影響に関する研究 学工程学院

教授 １名、大学院生 ３名

大気汚染物質処理に関する共 光触媒を用いた揮発性有機化 2008. 9. 3～ 9.12 早稲田大学理工学術院

同研究 合物処理に関する研究 中国からの留学大学院生

１名

環境保全技術研究交流・視察 環境保全技術に関する研究交 2008.11. 6～11.13 中国・遼寧大学環境学院

等 流及び研究の視察 教授、准教授 ５名

研究交流覚書取り交わし

環境技術研修 廃棄物管理及び水処理等の研 2008.11.15～12.18 東京農工大農学部

修 中国からの留学研究員

１名

汚染土壌修復に関する共同研 「バイオ燃料用資源植物を活 2008.11.15～２年間 中国・浙江大学環境資源

究 用した汚染土壌の有効利用と 学院

修復システムの構築」について 准教授 １名（日本学術振

共同研究 興会外国人特別研究員）

環境保全技術研修 （友好省： 環境保全に関する研修 2009. 1.14～ 3.13 中国・山西省環境保護局

中国・山西省） 副主任 １名

環境科学国際センター講演会 講演 「中国における水環境対 2009. 1.27～ 1.29 中国・上海交通大学環境

における講演等 策－太湖の状況を中心に－」 科学与工程学院

及び環境国際貢献プロジェクト 教授 １名

事業打合せ

環境汚染対策に関する共同研 浮遊粒子状物質、土壌のファイ 2009. 3.10～ 3.23 中国・上海大学環境与化

究 トレメディエーション、水処理に 学工程学院

関する研究及び中国の環境講 教授 １名、大学院生 ２名

演会で講演 中国・中国農業大学資源

与環境学院

教授 １名

４．３ 訪問者の受入れ

海外から、研究機関、大学、行政機関等の研究員や職員が視察に訪れた。当センターで短期間の研修、研究員による

解説、研究施設、環境学習展示施設等の視察を通して、日本及び埼玉県の環境研究の現状を紹介し、帰国後、自国で

の環境保全対策に供する情報を提供した。

訪問者（短期研修・視察等）受入れ実績一覧（平成20年度）

目 的 内 容 来 訪 日 受 入 機 関 来訪者国籍等

環境保全研修・視察 JICA委託研修 2008. 5.29 （財）日本環境衛生セン 政府・地方自治体職員

「最終処分場の環境 ター バングラデシュ、スリランカ

汚染対策研修」 （各２名）

「センター視察」 コスタリカ、キューバ、エル

サルバドル、フィージー、ミ

ャンマー、シリヤ（各１名）

環境研究視察 環境研究の視察 2008. 8.13 中国審陽農業大学

センター見学 農学部講師 １名－
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環境研究視察 環境研究（地質地盤） 2008.10.14 埼玉大学地圏科学研究 埼玉大学理工学研究科環

の視察 センター 境システム工学系大学院生

センター見学 スリランカ １名

環境研究視察 環境研究（廃棄物管 2008.10.30 （財）日本環境衛生セン ベトナム環境関係企業

理）の視察 ター 職員 １名

センター見学

環境研究視察 環境研究（大気）の視 2008.12. 3 富山県環境科学センタ 中国・遼寧省環境観測セン

察 ー（ＪＩＣＡ事業） ター

センター見学 職員 ２名

環境研究視察 環境研究（地質地盤） 2009. 1.21 埼玉大学地圏科学研究 埼玉大学理工学研究科環

の視察 センター 境システム工学系大学院生

センター見学 他

スリランカ ２名

環境研究視察 環境研究の視察 2009. 2.10 中国・吉林省農業科学院

センター見学 農業環境と資源研究中心－

研究員 １名

環境研究視察 環境研究（地質地盤） 2009. 3.23 埼玉大学地圏科学研究 埼玉大学理工学研究科環

の視察 センター 境システム工学系大学院生

センター見学 スリランカ 1名

４．４ 海外研究機関との研究交流協定書等の締結

海外研究機関との共同研究等の研究交流推進のために、研究交流協定等を下記のとおり締結した。

この結果、研究交流協定等を締結した海外研究機関は、14機関となった。

研究交流協定書等の締結実績一覧（平成20年度）

海外研究機関名 名称 締結年月日

中国遼寧大学環境学院 研究交流合意書 2008年11月 7日

中国東南大学能源与環境学院 研究交流協定書 2008年12月10日

中国吉林省農業科学院農業環境と資源研究院 共同研究協議書 2009年 2月13日

ベトナム環境関係企業職員視察 中国遼寧省環境観測センター職員視察



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


